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・活火山に関する公的機関の評価及び当社の評価に基づき、

対象火山の活動状況を確認

・第三者（火山専門家等）の助言を得た上で総合的な評価を実施し取り纏める

データ名対 象発行機関

電子基準点データ提供サービス
(https://terras.gsi.go.jp/）

2000年1月１日
～

2026年3月31日
国土地理院

一元化処理震源データ（気象庁、大学、
防災科学技術研究所）※

(https://hinetwww11.bosai.go.jp/auth/JMA/?LANG=ja)

※ 2000年〜2023年までは，地震月報（カタログ編）の震
源データを使用
(https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/bulletin/hypo.html）

2000年1月1日
～

2026年3月31日
気象庁
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・ 有感地震の発生頻度等が長
期的な傾向と比較して急激に
増加し、継続していないかどう
かを確認する。

観測結果イメージ
伸び

縮み

【有感地震の発生頻度等】

【地殻変動 （基線長の変化）】

・ 地殻変動（基線長の変
化及び変動率）が長期
的な傾向と比較して急
激に変動し、継続して
いないかどうかを確認
する。

観測結果イメージ
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※変動率の算出：
その時点から過去1年分の
データを用いて最小二乗法
により回帰直線を求め、そ
の傾きを変動率とする。

過去1年

変
動
率

(cm/年)

基
線
長
(cm)

a

回帰直線
y=ax+b

基線長の変動率(cm/年)

基線長変化(cm)

時間

時間

〔Ⅰ 活火山に関する公的機関の評価〕

〔Ⅱ 当社の評価〕

〔Ⅲ 総合評価〕

① 評価の収集

１回/年

１回/月

※1 異常が出た場合等に臨時で発表される不定期情報も逃さず収集
※2 その他公的機関の評価等も参照

資料名対 象発行機関

火山周辺地域における地殻変動観測の概況
(https://www.gsi.go.jp/BOUSAI/kazan_index.html)

2025年4月度～
2026年3月度

国土地理院

火山活動解説資料（九州地方の火山）
(https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-

act_doc/monthly_vact.php）

2025年（年報）
2025年4月～

2026年3月（月報）
気象庁

第5回 火山調査委員会 資料
(https://www.mext.go.jp/a_menu/kaihatu/jishin/mext_00166.html）

第7回 火山調査委員会 資料
(https://www.mext.go.jp/a_menu/kaihatu/jishin/mext_00198.html）

第8回 火山調査委員会 資料
(https://www.mext.go.jp/a_menu/kaihatu/jishin/mext_00231.html）

第5回 2025年7月

2日 開催

第7回 2025年10月
10日 開催

第8回 2026年2月
24日 開催

火山調査研
究推進本部

• 火山活動のモニタリングは、「Ⅰ 活火山に関する公的機関の評価」及び「Ⅱ 当社の評価」に基づき、対象火山の活動状況の変化を、過去からの長期
的な傾向と比較して、大きな変化が生じ、かつ、それが継続していないことについて、総合評価を行う。総合評価においては、「観測データに有意な変
化があったと判断する目安」のチェックリスト（P4～5）を用い、第三者（火山専門家等）の助言（P6～7）を得た上で評価を実施し取り纏める。

① データの収集 ⇒ ② 分析 ⇒ ③ 評価

１．モニタリングの概要 [評価方法]
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・火山モニタリングにおける「観測データに有意な変化があったと判断する目安」について 報告書 （令和２年３月６日） 原子炉安全専門審査会 原子
炉火山部会 P.６より抜粋

１．モニタリングの概要［「観測データに有意な変化があったと判断する目安」について］
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・火山モニタリングにおける「観測データに有意な変化があったと判断する目安」について 報告書 （令和２年３月６日） 原子炉安全専門審査会 原子
炉火山部会 P.７より抜粋

１．モニタリングの概要［「観測データに有意な変化があったと判断する目安」について］



6

当社の対応2025年度 モニタリング評価結果に対する助言

－• カルデラ火山の活動状況に変化はないという評価で問題ない。総括

• 余効変動の除去については、補正方法の
妥当性を確認したうえで、モニタリングへの
取り入れについても検討する。

• モニタリングの高度化につなげるため、将来的には地殻変動を
補正する際に余効変動の除去について考慮することも検討す
ること。補正方法は妥当性を十分検討した上で反映すること。

全体

カ
ル
デ
ラ
火
山

• H28熊本地震発生前後のトレンドの変化に
着目したうえで、傾向の変化を今後も注視
する。

• 基線長（③、④）は、H28熊本地震以前と比べて、基線長変化
の傾きが収縮方向にやや大きくなっているように見えることから、
今後も注視すること。阿蘇

• 南九州全域の隆起が確認された場合は、
固定点（①～③）の妥当性の確認や測線
の延長について、都度検討する。

• 南九州全域が隆起した場合、水準測量では相対変化量の把
握が難しい可能性があるため、必要に応じて、固定点（①～
③）の妥当性の確認や測線の延長も検討すること。

姶良

• 長期的な傾向の変化を今後も注視する。• 火山ガス（二酸化硫黄）について、急激な傾向の変化は認めら
れないものの放出量が高いレベルで継続していることから、今
後も注視すること。

6

１．モニタリングの概要［第三者（火山専門家等）の助言］

第三者（火山専門家等）の助言（１／２）
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１．モニタリングの概要［第三者（火山専門家等）の助言］

当社の対応2025年度 中・長期的取組みに対する助言

• 鬼界のマグマ供給率の算定については、
引き続き茂木モデルを主として用いる。

• 一方で、鬼界は、推定される圧力源が海域
に位置しており、地殻変動データが限られ
ることを踏まえ、複数のモデルを用いた圧
力源の推定を引き続き検討する。

• ダイクモデルの検討では開口量が大きくなりすぎており、現実
的な推定結果となっていない可能性がある。

• 茂木モデルと回転楕円体モデルの推定結果は、圧力源位置、
RMSE等に大きな差異がないことから、現在の鬼界の活動状
況においては、茂木モデルを用いることで問題ないように思
える。

鬼界における2018
年～2025年の累
積変動

• 表現の修正を行った。（2025年度報告に反
映済）

• 減圧源に関する検討の考察について、姶良カルデラのマグ
マ溜まりと桜島北岳直下のマグマ溜まりの間における「マグマ
供給の一時的な停滞等」というよりも、「マグマ収支の一時的
な減少等」とする表現がより適切である。

2024年姶良カルデ
ラ沈降要因の検討

第三者（火山専門家等）の助言（２／２）
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１．モニタリングの概要 [監視レベルの移行判断基準と監視体制]

• 当社は、「カルデラ火山モニタリング対応基準」 （社内規定）に基づき、対象火山のモニタリングを実施している。土木建築本部 原子力グループ

長は１ヶ月に１回、対象火山の活動状況に変化がないことを確認し、 １年に１回又は活動状況に変化が生じた場合は原子力土木建築部長に報

告する。報告を受けた原子力土木建築部長はマグマ供給率及び毎月のデータを考慮し、第三者（火山専門家等）の助言を得た上で必要に応じ

て監視レベルを変更する。

• 原子力土木建築部長は、新知見、第三者（火山専門家等）の助言等を踏まえ、監視レベルの移行判断基準、モニタリング評価方法等を必要に応

じて見直す。なお、監視レベルの移行判断基準は、火山調査研究推進本部、国土地理院、気象庁等が公表する火山に関する評価を収集し、火

山の活動状況の変化に着目した上で、マグマ供給率に基づき設定している。

原子力土木建築部長

カルデラ火山対応委員会
（社内委員会）

【委員長】社 長

土木建築本部
原子力グループ長

火山活動のモニタリング
毎月のデータの確認

第三者
（火山専門家等）

• 原子力グループ長は、１ヶ月に１回、対象火山の活動状況に
変化がないことを確認する。

• 原子力グループ長は、１年に１回又は対象火山の活動状況に
変化が生じた場合は、その結果を原子力土木建築部長に報
告。

（平常時、注意時）
• 原子力土木建築部長は、１年に１回又は対象火山の活動状

況に変化があった場合は評価結果を社内委員会であるカル
デラ火山対応委員会にて社長に報告。

（警戒時、緊急時）
• 原子力土木建築部長は、詳細観測結果に基づき都度対象火

山の活動状況を評価し、その評価結果を社内委員会である
カルデラ火山対応委員会にて社長に報告。

報告

報告
助言

移行判断基準監視レベル

• 観測状況に変化がなく、静穏な状態。
• マグマ供給率が0.01km3/年未満。

平常

• 中規模噴火、地殻変動・地震活動の軽微な変化等が確認
される状態。

• マグマ供給率が0.01km3/年以上から0.05km3/年未満。
注意

• 大規模噴火、地殻変動・地震活動の顕著な変化等が確認
される状態。

• マグマ供給率が0.05km3/年以上から0.10km3/年未満。
警戒

• 対象火山に破局的噴火への発展の可能性が確認される状
態。

• マグマ供給率が0.05km3/年以上から0.10km3/年未満、かつ
カルデラの活動と判断される場合。又は、対象火山のマ
グマ供給率が0.10km3/年以上。

緊急
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注意

緊急

警戒

平常

監視
レベル 監視体制

マグマ供給率(×0.01km3/年)

１０～

５～１０未満

１～５未満

１未満

判断基準

注意

緊急

警戒

平常

監視
レベル 監視体制

マグマ供給率(×0.01km3/年)

１０～

５～１０未満

１～５未満

１未満

判断基準

カルデラの活動

継 続 監 視詳細観測の実施
（GNSSの増設等によ

る圧力源の検討）

・対処準備
・燃料体等の搬出等

後カルデラの活動

活動的なマグマ
溜まりの特定

長期にわたり（1～3年程度）マグマ

供給率が１を超える場合は、火山
専門家等の助言を得ながら必要に
応 じ て 詳 細 観 測 を 実 施

変化の原因等

の検討

マ
グ
マ

マ
グ
マ
供
給
率
の
増
加

供
給
率
の
増
加

・GNSS連続観測による基線長変化
・地震観測による震源分布

・対処準備
・燃料体等の搬出等

詳細観測の実施
（GNSSの増設等による圧力源の検討）

異常の原因等

の検討

マグマ供給率に変化が生じた場合、
火山専門家等の助言を得ながら必
要 に 応 じ て 監 視 レ ベ ル を 移 行

変化の原因等

の検討

・GNSS連続観測による基線長変化
・地震観測による震源分布

※１ 第107回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合 資料1-7川内原子力発電所_火山についてのP65にて、Druitt et al. (2012) について掲載

（https://www.da.nra.go.jp/data/NRA022002069-002-014.pdf）

※２ 姶良カルデラ周辺のGNSS観測結果等から得られる、ここ数百年の地殻変動量及びマグマ供給率

※３ Druitt et al. (2012) によるマグマ供給率の最小値（0.05km3/年）を警戒体制に移行する基準値として適用

※４ Druitt et al. (2012) によるマグマ供給率の中央値（0.10km3/年）を適用 9

※２

※３

※４

１．モニタリングの概要 [監視レベルの移行判断基準と監視体制]

※１
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• 抽出した地震発生時に、各カルデラ周辺のGNSS観測点の座標時系列（東西、南
北、鉛直）を確認する。

• 水平方向（東西、南北）、鉛直方向の各座標時系列にステップ状の変位がある
GNSS観測点を抽出※する。

（※GNSS観測点ごとの日々の座標値のばらつきが大きく、ステップ状の変位が確認で
きない場合は抽出しない）
• 変位は、数mm程度（最小1mm程度）以上を目安とする。

-9
-8
-7
-6
-5
-4
-3
-2
-1
0
1
2
3
4
5

2024/4/11 2024/5/11 2024/6/10 2024/7/10 2024/8/9 2024/9/8 2024/10/8 2024/11/7

-31

-30.5

-30

-29.5

-29

-28.5

-28

-27.5

-27

-26.5

-26

2025/1/1 2025/1/6 2025/1/11 2025/1/16 2025/1/21 2025/1/26 2025/1/31 2025/2/5 2025/2/10 2025/2/15 2025/2/20 2025/2/25

資料名発行機関

GEONETにより地殻変動を観測した地震一覧
（https://mekira.gsi.go.jp/catalogue/index.html）

地殻変動に関する報道発表等
（https://www.gsi.go.jp/kanshi/press_release.html）

国土地理院

１．モニタリングの概要 [地震時の地殻変動の補正について]

① 地殻変動を観測した地震の収集

②地震による影響を受けたGNSS観測点の抽出

• 各カルデラ周辺において、地震による影響を受けたGNSS観測点が1点以上ある場
合は、全ての基線長変化、鉛直変動、水平変動ベクトルに対して、以下の方法で
補正を行う。

【補正方法】

• 補正は、水平方向及び鉛直方向に分けて行う。
• 基線長変化及び水平変動ベクトルは、地震が発生した日を除き、前後10日間※の

平均値の差を補正量とし、補正する。

• 鉛直変動は、観測誤差が大きくなりやすいため、地震が発生した日を除き、前後
30日間の平均値の差を補正量とし、補正する。

③ 基線長変化、鉛直変動、水平変動ベクトルの補正

• 国土地理院「GEONETにより地殻変動を観測した地震一覧」から九州地方で発生
した地震を抽出

〔地震による地殻変動の影響除去のための補正方法〕

(cm)

10日間平均値

10日間平均値

基
線
長
変
化

鉛
直
変
動

30日間平均値

30日間平均値

時間

-41.5

-41

-40.5

-40

-39.5

-39

-38.5

2024/7/1 2024/7/6 2024/7/11 2024/7/16 2024/7/21 2024/7/26 2024/7/31 2024/8/5 2024/8/10 2024/8/15 2024/8/20 2024/8/25 2024/8/30 2024/9/4 2024/9/9

-28

-27.5

-27

-26.5

-26

-25.5

-25

2024/7/1 2024/7/6 2024/7/11 2024/7/16 2024/7/21 2024/7/26 2024/7/31 2024/8/5 2024/8/10 2024/8/15 2024/8/20 2024/8/25 2024/8/30 2024/9/4 2024/9/9

-4

-3

-2

-1

0

1

2

2024/7/1 2024/7/6 2024/7/11 2024/7/16 2024/7/21 2024/7/26 2024/7/31 2024/8/5 2024/8/10 2024/8/15 2024/8/20 2024/8/25 2024/8/30 2024/9/4 2024/9/9

時間

北
方
向

東
方
向

鉛
直
方
向

(cm)

基線長と鉛直変動に係る補正の実施例

GNSS観測点の各座標時系列の例

• 火山活動のモニタリングにおいて、火山に起因する地殻変動を適切に評価するため、GNSS観測の基線長変化及び水平変動ベクトルにおいては、

地震に伴う非火山性の地殻変動の影響を補正して示す。具体的な計算手順は、国土地理院の「オフセット補正計算方法」を参考とし、以下のとおり

実施する。

• なお、地震による地殻変動の影響を補正する前の図については別冊に示す。

(cm)

時間

 ：補正前
 ：補正後

 ：補正前
 ：補正後

ステップ状の変位

※Ozawa et al. (2024)の補正期間を参考に設定



11

１．モニタリングの概要 [地震時に地殻変動を観測した地震の収集]

地震による影響を受けたGNSS観測点を含むカルデラ火山（水平方向）
「GEONETにより地殻変動を観測した地震一覧 」

の九州地方で主に発生した地震
鬼界阿多カルデラ姶良カルデラ

加久藤・小林
カルデラ

阿蘇カルデラ

-----M7 .0福岡県西方沖2005/03/20

-----M9 .0H23東北地方太平洋沖地震2011/03/11

--〇〇〇M6.5H28熊本地震2016/04/14

〇〇〇〇〇M7.3H28熊本地震2016/04/16

----〇M5.8熊本県阿蘇地方2016/04/18

〇〇---M6.0種子島近海2019/01/08

---〇-M6.3日向灘2019/05/10

〇〇〇〇〇M7.1日向灘2024/08/08

-〇〇〇〇M6.6日向灘2025/01/13

-〇〇--M6.1大隅半島東方沖2025/04/02

----〇M5.8熊本県阿蘇地方2025/11/25

地震による影響を受けたGNSS観測点を含むカルデラ火山（鉛直方向）
「GEONETにより地殻変動を観測した地震一覧 」

の九州地方で主に発生した地震
鬼界阿多カルデラ姶良カルデラ

加久藤・小林
カルデラ

阿蘇カルデラ

-----M7 .0福岡県西方沖2005/03/20

-----M9 .0H23東北地方太平洋沖地震2011/03/11

----〇M6.5H28熊本地震2016/04/14

---〇〇M7.3H28熊本地震2016/04/16

----〇M5.8熊本県阿蘇地方2016/04/18

〇----M6.0種子島近海2019/01/08

-----M6.3日向灘2019/05/10

--〇〇-M7.1日向灘2024/08/08

---〇-M6.6日向灘2025/01/13

-----M6.1大隅半島東方沖2025/04/02

-----M5.8熊本県阿蘇地方2025/11/25

• 「GEONETにより地殻変動を観測した地震一覧 」の九州地方で主に発生した地震と地震による影響を受けたGNSS観測点を含むカルデラ火山の

対応表を示す。

○：補正した地震
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当社監視
レベル

活火山に関する公的機関の評価及び当社の評価の概要
総合評価

活動状況

の変化

対象
火山

平 常

・ モニタリングの各監視項目において、有意な変化は認められない。
[主な監視項目]

－地震活動、地殻変動・地盤変動、火山ガス・熱活動（表面活動）には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。
[その他の監視項目]

－噴出場所及び噴出物、噴火様式、地下構造には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。

・ マグマ供給を示唆する地殻変動は認められず、マグマ供給率は0.01km3/年を超過しない。

な し
阿 蘇

カルデラ

平 常

・ モニタリングの各監視項目において、有意な変化は認められない。
[主な監視項目]

－地震活動、地殻変動・地盤変動、火山ガス・熱活動（表面活動）には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。
[その他の監視項目]

－噴出場所及び噴出物、噴火様式、地下構造には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。

・ マグマ供給を示唆する地殻変動は認められず、マグマ供給率は0.01km3/年を超過しない。

な し
加久藤
・小林

カルデラ

注 意

・ モニタリングの各監視項目において、有意な変化は認められない。
[主な監視項目]

－地震活動、地殻変動・地盤変動、火山ガス・熱活動（表面活動）には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。
[その他の監視項目]

－噴出場所及び噴出物、噴火様式、地下構造には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。

・ １年間のマグマ供給率は約0.015km3/年であり、0.05km3/年を超過しない。長期的にマグマ供給を示唆する地殻変動が認められること、及び過
去３年間のマグマ供給率を考慮し監視レベルは「注意」を継続する。

な し
姶 良

カルデラ

平 常

・ モニタリングの各監視項目において、有意な変化は認められない。
[主な監視項目]

－地震活動、地殻変動・地盤変動、火山ガス・熱活動（表面活動）には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。
[その他の監視項目]

－噴出場所及び噴出物、噴火様式、地下構造には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。

・ マグマ供給を示唆する地殻変動は認められず、マグマ供給率は0.01km3/年を超過しない。

な し
阿 多

カルデラ

平 常

・ モニタリングの各監視項目において、有意な変化は認められない。
[主な監視項目]

－地震活動、地殻変動・地盤変動、火山ガス・熱活動（表面活動）には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。
[その他の監視項目]

－噴出場所及び噴出物、噴火様式、地下構造には、既往の傾向と比較して有意な変化は認められない。

・ マグマ供給を示唆する地殻変動が認められるが、マグマ供給率は0.01km3/年を超過しない。

な し鬼 界

• 公的機関による発表情報、既存観測網によるデータ等を収集・分析した結果、各カルデラ火山において、火山影響評価時からの有意な変化は

認められないことから、対象火山の活動状況に変化はないと評価した。

２．モニタリング評価結果（まとめ：総合評価）

12
※ 本報告における対象火山は、阿蘇カルデラ、加久藤・小林カルデラ、姶良カルデラ、阿多カルデラ及び鬼界の５つのカルデラ火山とする
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【補足】 モニタリング対象のカルデラ火山

玄海原子力発電所

阿蘇カルデラ

阿蘇山

加久藤・小林カルデラ

桜島
姶良カルデラ

阿多カルデラ

鬼界

霧島山

若尊

池田・山川

開聞岳

薩摩硫黄島

川内原子力発電所

※カルデラリムの形状について、
阿蘇カルデラは地形により判断、
加久藤・小林カルデラ、姶良カル
デラ、阿多カルデラ及び鬼界につ
いては町田ほか編（2001）日本の
地形7 九州・南西諸島による。
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【補足】 国土地理院の地殻変動図及び気象庁の火山概況

気象庁：月間火山概況（2026年３月）

国土地理院：火山周辺地域の地殻変動（2026年３月）
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３ ． モ ニ タ リ ン グ 評 価 結 果
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・ 各監視項目において、有意な変化は認められない。
・ また、マグマ供給を示唆する地殻変動は認められず、マグマ供給率は0.01km3/年を超過しないことから、活動状況に変化はないと評価した。（当社監
視レベル：平常）

評価データ監視項目

・ 地震発生領域の拡大又は消滅、新たな地震発生領域の出現は認められない。
・ 地震発生数の急激な変化は認められないものの、2025/11/25熊本県阿蘇地方

の地震（M5.8）が発生し、それに伴う余震活動がみられるため、引き続き留意し
ていく。

（P17～23）

・一元化処理震源データ※（気象庁、大学、防災科学技術研究所）
データ期間：2000.1.1～2026.3.31（※ 2000年〜2023年までは、
地震月報（カタログ編）の震源データを使用）

地震活動

①
主
な
監
視
項
目

・ 既往の傾向と比較して、急激な変化は認められない。
・ 既往の地殻変動と異なる場所での地殻変動の出現は認められない。
・ 傾斜計・伸縮計による地盤変動の急激な傾向の変化は認められない。

（P24～32）

・[GNSS] 電子基準点データ提供サービス（データ期間：2000.1.1～
2026.3.31）
・[衛星観測] 国土地理院 第７回火山調査委員会 阿蘇山、国土
地理院 地理院地図（解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）
・[傾斜計・伸縮計] 防災科学技術研究所 第７回火山調査委員会
阿蘇山

地殻変動・
地盤変動

・ 既往の火山ガス放出場所の拡大又は消滅、 放出場所の出現は認められない。
・ 火山ガスの放出量に急激な傾向の変化は認められない。

（P33～38）

・気象庁 令和７年（2025年）の阿蘇山の火山活動
・気象庁 阿蘇山の火山活動解説資料（令和８年３月）

火山ガス
・熱活動

（表面活動）

・ 既往の火口の拡大や消長、新たな火口や火道の形成は認められない。
・ マグマ成分の物理的・化学的性質に急激な変化があったとする科学的知見は

認められない。
（2025年度には噴火は発生していない。〔阿蘇山〕）

噴出場所及び
噴出物

②
そ
の
他
の
監
視
項
目

・ 噴煙柱高度が数十km 程度のプリニー式噴火を伴うような噴火は認められない。（2025年度には噴火は発生していない。〔阿蘇山〕）噴火様式

・ 地殻内に推定される低速度及び低比抵抗領域の拡大又は消滅、新たな低速
度及び低比抵抗領域が出現したとする科学的知見は認められない。

（①主な監視項目に有意な変化は認められない。なお、文献調査
による新知見がないことも確認。）

地下構造

・気象庁噴火警戒レベル（2026/3/31現在）： 阿蘇山（レベル１、活火山であることに留意）備 考

① 阿蘇カルデラ [モニタリング項目のまとめ]
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・ 2025年度の地震活動（発生数、位置、規模等）は、布田川・日奈久断層帯の延長部において、2025/11/25熊本県阿蘇地方の地震（M5.8）が発生し、それに伴う余震
活動がみられるものの、有意な変化は認められない。

・ 2025/11/25熊本県阿蘇地方の地震は2016/4/14、16のH28熊本地震の活動域で発生していることから、引き続き留意する。

〔 Mc値（2000～2025年データ使用）〕通常地震：0.1 低周波地震：0.2

ストロンボリ
式噴火阿蘇山（中岳）：ごく小規模な噴火

ごく小規模な噴火 ごく微量または
少量の降灰 火砕流を伴う噴火

ごく小規模から小規模な噴火

爆発的噴火

小規模噴火

断続的噴火

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の地震発生数の推移）]

11月2392回
（Mc以上1999回）
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*震源は2000年以降をプロット。2025年4月1日以降を濃色表示
**地震観測点は地震調査研究推進本部のデータベースによる高感度地
震計（2025年4月1日現在）
***気象庁の発震機構解（精査後）
（https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/mech/index.html）

中岳第一火口

布田川・日奈久
断層帯

2025/11/25 M4.3
2025/11/25 M5.8

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地震活動（震源分布とﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞの経時変化）]

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使用したものである。

2025/11/25 M5.8 2016/4/16 M7.3

気象庁HPより***

CMT解
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低周波地震数/総地震数

25/537

主な噴火
7/10
ごく小規模な噴火

低周波地震数/総地震数

11/507
低周波地震数/総地震数

9/538
低周波地震数/総地震数

11/581

低周波地震数/総地震数

13/469

主な噴火
1/14
ごく小規模な噴火

低周波地震数/総地震数

17/544

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使用したものである。



2020

低周波地震数/総地震数

7/383

主な噴火
2/4
ごく小規模な噴火
5/19
ごく微量の降灰

低周波地震数/総地震数

6/340
低周波地震数/総地震数

19/311
低周波地震数/総地震数

11/538

低周波地震数/総地震数

0/446
低周波地震数/総地震数

5/707

主な噴火
5/15～6/9
ごく少量の火山灰を放出
6/15
ごく少量の降灰

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使用したものである。
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低周波地震数/総地震数

3/604

主な噴火
8/8
ごく小規模な噴火
9/14～10/23
連続的な噴火
12/25
空振を伴う噴火

低周波地震数/総地震数

29/548
低周波地震数/総地震数

4/719
低周波地震数/総地震数

9/701

主な噴火
11/25～2015/5/21
ストロンボリ式噴火

低周波地震数/総地震数

18/20984

主な噴火
2～5月
ごく小規模から小規模な噴火
10/8
爆発的噴火（マグマ水蒸気噴火）
噴煙高度11,000ｍ

低周波地震数/総地震数

45/4687

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使用したものである。
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低周波地震数/総地震数

30/761

22

低周波地震数/総地震数

29/857

主な噴火
10/14,15
ごく小規模な噴火
10/20
火砕流を伴う噴火
（噴煙高度火口縁上3,500m）

低周波地震数/総地震数

19/2258
低周波地震数/総地震数

33/1361

主な噴火
4/16
小規模な噴火
5/3
噴煙高度2,000mまで上昇
2019/7/26～2020/6中旬
断続的に噴火

低周波地震数/総地震数

25/1074

主な噴火
2019/7/26～2020/6中旬
断続的に噴火

低周波地震数/総地震数

23/737

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使用したものである。
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低周波地震数/総地震数

33/756

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]

低周波地震数/総地震数

16/4220

23本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使用したものである。

低周波地震数/総地震数

1/633

*1月～3月の地震数
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↑伸び(cm) ①熊本小国：960699-清和：950466(基準値 42429.74ｍ)

基線長の変動率(cm/年)

基線長変化(cm)

変動率(cm/年)

1/13

日向灘の地震（M6.6）▼

11/25

熊本県阿蘇地方の地震（M5.8）▼

8/8日向灘の地震

（M7.1） ▼

4/14H28熊本地震（M6.5）

4/16H28熊本地震（M7.3）

4/18熊本県阿蘇地方の地震（M5.8）▼

▼ ▼ ▼ ▼▼ ▼

24

基線①～③の時系列変化

・ 2025年度の基線長変化は、阿蘇カルデラへのマグマ供給を示唆する広範囲な伸びの傾向が認められず、過去と比較して急激な傾向の変化は認めら
れない。

・ 阿蘇カルデラ内の基線（基線⑦、⑧、⑨）の縮みの傾向は継続している。
・ 2025/11/25熊本県阿蘇地方の地震（M5.8）時の変動は観測されたものの、その後の地震の影響による変動は観測されていない。
・ また、各基線の変動傾向は概ね熊本地震前の状態に戻っており、余効変動の影響はほとんどなくなっている。

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS基線長変化）]

国土地理院のGNSS観測点

0

0

0

阿蘇山（中岳第一火口）

950474
久住

①

②

③

950466

021070

960699

960704

950465
清和

長陽

熊本小国

阿蘇

熊本

菊池

高森

※1 2010年1月1日の基線長を基準値とし、基準値から
の変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた近似
式により算出

※3 赤色の▼と点線は主な噴火を示す
※4 青色の▼と点線は地震時による変動を補正した地

震を示す

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤地
図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使用し
たものである。
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↑伸び(cm) ⑥清和：950466-久住：950474(基準値 34520.88ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ⑤菊池：021070-清和：950466(基準値 35382.17ｍ)

基線長の変動率(cm/年)

基線長の変化(cm)

変動率(cm/年)

-2

2

6

-20

-5

10

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

↑伸び(cm) ④菊池：021070-久住：950474(基準値 38666.11ｍ) 変動率(cm/年)

1/13日向灘の地震（M6.6）▼

11/25

熊本県阿蘇地方の地震（M5.8）▼

8/8日向灘の地震（M7.1）▼
4/14H28熊本地震（M6.5）

4/16H28熊本地震（M7.3）

4/18熊本県阿蘇地方の地震（M5.8）▼

▼ ▼ ▼ ▼▼ ▼

25

基線④～⑥の時系列変化

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS基線長変化）]

国土地理院のGNSS観測点

0

0

0

④

⑤ ⑥

021070
950474

950466

清和

長陽

熊本小国

阿蘇

久住

熊本

菊池

高森

阿蘇山（中岳第一火口）

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤地
図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使用し
たものである。

※1 2010年1月1日の基線長を基準値とし、基準値から
の変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた近似
式により算出

※3 赤色の▼と点線は主な噴火を示す
※4 青色の▼と点線は地震時による変動を補正した地

震を示す
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↑伸び(cm) ⑨高森：960704-阿蘇：960703(基準値 12265.89ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ⑧長陽：960701-高森：960704(基準値 13042.38ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ⑦長陽：960701-阿蘇：960703(基準値 12698.44ｍ)

基線長の変動率(cm/年)

基線長変化(cm)

変動率(cm/年)

1/13日向灘の地震（M6.6）▼

11/25熊本県阿蘇地方の地震（M5.8）▼

8/8日向灘の地震（M7.1）▼4/14H28熊本地震（M6.5）

4/16H28熊本地震（M7.3）

4/18熊本県阿蘇地方の地震（M5.8）▼

▼ ▼ ▼ ▼▼ ▼
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基線⑦～⑨の時系列変化

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS基線長変化）]

国土地理院のGNSS観測点

0

0

0

⑧

⑦

⑨

960704

960703

960701

清和

長陽

阿蘇

熊本

菊池

高森

熊本小国

久住

阿蘇山（中岳第一火口）

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤地
図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使用し
たものである。

※1 2010年1月1日の基線長を基準値とし、基準値から
の変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた近似
式により算出

※3 赤色の▼と点線は主な噴火を示す
※4 青色の▼と点線は地震時による変動を補正した地

震を示す
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菊池

熊本小国

熊本

阿蘇

久住

高森

清和

長陽

27

・ 2025年度の鉛直変動は、阿蘇カルデラへのマグマ供給を示唆する広範囲の隆起傾向は認められず、過去と比較して急激な傾向の変化は認められな
い。

GNSS観測点周辺の樹木により衛星の捕捉状
況が悪くなり、鉛直変動が大きくなったと思わ
れる。
2015年11月に樹木の伐採が実施された後は、
鉛直変動が小さくなっている。

950456（上対馬）を固定点とした比高の時系列変化

※1 2010年1月1日での950456（上対馬）との比高
を基準値とし、基準値からの変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた
近似式により算出

※3 熊本小国の2015年の変動は、電子基準点周
辺の樹木により衛星の捕捉状況が悪くなった
ため、大きくなっている。なお、2015年11月に
樹木の伐採を実施

※4 長陽の2021年後半～2022年1月の変動は、電
子基準点周辺の樹木により衛星の捕捉状況が
悪くなったため、大きくなっている。なお、2022
年1月に樹木の伐採を実施

※5 赤色の▼と点線は主な噴火を示す
※6 青色の▼と点線は地震時による変動を補正し

た地震を示す

国土地理院のGNSS観測点

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS各観測点の鉛直変動）]

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理
院基盤地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」
10mメッシュを使用したものである。
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• 阿蘇カルデラ周辺の地殻変動の向きを把握するため、「緒方」を固定点とした2020年以降の水平変動ベクトルを整理した。

• 2025年は過去と比較して急激な傾向の変化は認められない。

2020年の地殻変動 2021年の地殻変動 2022年の地殻変動

2023年の地殻変動 2024年の地殻変動 2025年の地殻変動

緒方緒方

緒方緒方緒方

緒方

（2021.10）阿蘇中岳噴火

※1 当年12/25～31の平均水平変位と前年12/25～31の平均水平変位の差を1年間の変位として求めた。
※2 2024年は2024.8.8の日向灘の地震時の変動を、2025年は2025.1.13の日向灘の地震と2025.11.25熊本県阿蘇地方の地震時による変動を補正し図示。

（2024.8.8）日向灘の地震：M7.1

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS水平変動ベクトル）]

（2025.11.25）熊本県阿蘇地方の地震：M5.8

（2025.1.13）日向灘の地震：M6.6

8月7日に発生した大分県
西部の地震に伴う局所的
な変動があった可能性
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阿蘇山の干渉SAR時系列解析結果（だいち２号南行）
国土地理院 第７回火山調査委員会 阿蘇山

• 中岳第一火口の地点A及び草千里の地点Bを含む広い範囲において、衛星から遠ざかる変動が見られていましたが、2021年以降、ノイズレベル
を超える変動は見られません。

（国土地理院 第７回火山調査委員会）

• 既往の地殻変動と異なる場所での地殻変動の出現は認められない。

• 干渉SAR時系列解析の南行軌道において、中岳第一火口周辺に衛星から遠ざかる変動が見られるが、2021年頃から停滞している。

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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国土地理院による干渉SAR解析結果
国土地理院 地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/） （解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）

北行：2023/9/1～2024/6/7 南行：2023/11/6～2024/2/26

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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国土地理院による干渉SAR時系列解析結果
国土地理院 地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/） （解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）

北行：2016/6/17～2022/3/4 南行：2016/4/18～2025/6/2

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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防災科学技術研究所 第７回火山調査委員会 阿蘇山

・防災科研のV-net 観測点：
地殻変動：傾斜計データやGNSS データに明瞭な変動は見られない。（防災科学技術研究所 第７回火山調査委員会）

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（傾斜計・伸縮計）]

・ 傾斜計による急激な傾向の変化は認められない。
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・ 既往の火山ガス放出場所の拡大又は消滅、 放出場所の出現は認められない。

・ 過去からの長期的な傾向と比較して、火山ガスの放出量に急激な傾向の変化は認められない。

• 火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、１日あたり1,000 トン未満と少ない状態で経過しました。（気象庁 令和７年（2025年）の阿蘇山の火山活動）
• 火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、１日あたり700トン（２月：300～500トン）と少ない状態でした。（気象庁 阿蘇山の火山活動解説資料（令和８

年３月））

2024年４月～2026年３月（阿蘇山の火山活動解説資料（令和８年３月））

1989年１月～2025年12月（気象庁 令和７年（2025年）の阿蘇山の火山活動）

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]



34

• 中岳第一火口では、2021年10月21日以降噴火は発生していません。白色の噴煙は最高で火口縁上1,000ｍ（2024年：1,200ｍ）まで上がりました。
（気象庁 令和７年（2025年）の阿蘇山の火山活動）
• 中岳第一火口では、白色の噴煙が最高で火口縁上700ｍ（２月：500ｍ）まで上がりました。
（気象庁 阿蘇山の火山活動解説資料（令和８年３月） ）

気象庁 阿蘇山の火山活動解説資料（令和８年３月）

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]

気象庁 令和７年（2025年）の阿蘇山の火山活動
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気象庁 阿蘇山の火山活動解説資料（令和８年３月）

気象庁 令和７年（2025年）の阿蘇山の火山活動

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]
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• 湯だまり量は2024年11月に約８割となり、その後特段の変化はみられていません。湯だまり内では噴湯を確認しています。土砂噴出は認められませんでした。
赤外熱映像装置による観測では、湯だまりの表面温度は53～72℃で経過しました。南側火口壁の地熱域では４月頃から温度が低下し、７月以降は100℃未満
となりました。最高温度は69～383℃でした。阿蘇火山博物館提供の火口カメラＡでは、７月４日の火山性微動の振幅増大時に、それ以前と比べて湯だまり内に
おいて噴湯現象の活発化を確認しました。（気象庁 令和７年（2025年）の阿蘇山の火山活動）

気象庁
令和７年（2025年）の阿蘇山の火山活動

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]
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• （2026年3月）４日に実施した現地調査では、中岳第一火口内に乳緑色の湯だまりを確認しました。湯だまり量は約８割と前月（２月：約８割）と同程度でした。
火口内に噴煙が充満していたため、噴湯の有無は不明でした。土砂噴出は認められませんでした。赤外熱映像装置による観測では、湯だまり面の最高温度
は66℃と前月（２月：64℃）と同程度でした。南側火口壁の最高温度は290℃と前月（２月：143℃）と比べて高くなっており、高温の領域が拡大していました。

（気象庁 阿蘇山の火山活動解説資料（令和８年３月） ）

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]

気象庁 阿蘇山の火山活動解説資料（令和８年３月）
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• 南阿蘇村吉岡の噴気地帯の状況：繰り返し実施した現地調査では、噴気地帯の状況に特段の変化はありませんでした。（気象庁 令和７年
（2025年）の阿蘇山の火山活動）

• （2026年3月）５日に実施した現地調査では、前回（2025年10月７日）と同様に噴気活動が続いていることを確認しました。（気象庁 阿蘇山の
火山活動解説資料（令和８年３月） ）

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]

○吉岡の噴気地帯について
【寺田ほか（2007）】
吉岡温泉の地熱地域では、2005年11月頃地熱活動が高まり、噴気孔の形成や植生枯死が発生し、地熱活動は2006年10月に最盛期を迎え、噴気放熱率は15-30MWに達したが、11月以降は
約4.6MWで推移した。放出された火山灰の構成物にマグマに由来する物質は含まれておらず、地熱活動は深部からのガス供給が2006年10月にかけて増大したことにより生じた。なお、中岳第
一火口では定常的に100-400MWの放熱活動で、吉岡温泉で起きた地熱活動の数十倍規模に相当し、吉岡温泉の地熱活動が阿蘇火山全体の熱収支に与える影響は小さい。

気象庁 令和７年（2025年）の阿蘇山の火山活動 気象庁 阿蘇山の火山活動解説資料（令和８年３月）
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余 白
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評価データ監視項目

・ 地震発生領域の拡大又は消滅、新たな地震発生領域の出現は認められない。
・ 地震発生数の急激な変化は認められない。

（P41～47）

・一元化処理震源データ※（気象庁、大学、防災科学技術研究所）データ期
間：2000.1.1～2026.3.31（※ 2000年〜2023年までは、地震月報（カタログ
編）の震源データを使用）

地震活動

①
主
な
監
視
項
目

・ 霧島山及び2024/8/8、2025/1/13の日向灘の地震の余効変動に関連した変動は認められ
るものの、カルデラへのマグマ供給を示唆する広範囲な基線長の伸びの傾向は認められず、
既往の傾向と比較して、急激な変化は認められない。

・ 既往の地殻変動と異なる場所での地殻変動の出現は認められない。
・ 傾斜計・伸縮計による地盤変動の急激な傾向の変化は認められない。

（P48～63）

・[GNSS] 電子基準点データ提供サービス（データ期間：2000.1.1～2026.3.31）
・[水準測量] 九州大学 第８回火山調査委員会 霧島山
・[衛星観測] 国土地理院 第８回火山調査委員会 霧島山、国土地理院 地
理院地図 （解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）
・[傾斜計・伸縮計] 気象庁 令和７年（2025年）の霧島山の火山活動・霧島山
の火山活動解説資料（令和８年３月）、防災科学技術研究所 第８回火山調査
委員会 霧島山

地殻変動・
地盤変動

・ 既往の火山ガス放出場所の拡大又は消滅、 放出場所の出現は認められない。
・ 火山ガスの放出量に急激な傾向の変化は認められない。

（P64～78）

・気象庁 令和７年（2025 年）の霧島山の火山活動
・気象庁 霧島山の火山活動解説資料（令和８年２月、３月）
・気象研究所 第８回火山調査委員会
・機動的な調査観測・解析グループ 第８回火山調査委員会 霧島山
・東京大学地震研究所・機動的な調査観測・解析グループ 第７回火山調査
委員会 霧島山

火山ガス
・熱活動

（表面活動）

・ 既往の火口の拡大や消長、新たな火口や火道の形成は認められない。
・ マグマ成分の物理的・化学的性質に急激な変化があったとする科学的知見は認められない。

（P79～91）

・令和8年2月24日火山調査研究推進本部火山調査委員会 霧島山の現状の
評価及び調査研究方策
・気象庁 令和７年（2025年）の霧島山の火山活動
・機動的な調査観測・解析グループ 第８回火山調査委員会 霧島山
・産業技術総合研究所 第７回、第８回火山調査委員会
・東京大学地震研究所 第７回火山調査委員会

噴出場所及び
噴出物②

そ
の
他
の
監
視
項
目

・ 噴煙柱高度が数十km 程度のプリニー式噴火を伴うような噴火は認められない。
（P79～91）

・令和8年2月24日火山調査研究推進本部火山調査委員会 霧島山の現状の
評価及び調査研究方策
・気象庁 令和７年（2025年）の霧島山の火山活動
・機動的な調査観測・解析グループ 第８回火山調査委員会 霧島山
・産業技術総合研究所 第７回、第８回火山調査委員会
・東京大学地震研究所 第７回火山調査委員会

噴火様式

・ 地殻内に推定される低速度及び低比抵抗領域の拡大又は消滅、新たな低速度及び低比抵
抗領域が出現したとする科学的知見は認められない。

①主な監視項目に有意な変化は認められない。なお、文献調査により、Aizawa 
et al.(2026)を知見として追加。

地下構造

・気象庁噴火警戒レベル（2026/3/31現在）： 霧島山【新燃岳】（レベル２（火口周辺規制））、霧島山【御鉢】、霧島山【えびの高原（硫黄山）周辺】、霧島山【大幡池】（レベル1

（活火山であることに留意））
備 考

• 各監視項目において、有意な変化は認められない。
• また、マグマ供給を示唆する地殻変動は認められず、マグマ供給率は0.01km3/年を超過しないことから、活動状況に変化はないと評価した。（当社監
視レベル：平常）

② 加久藤・小林カルデラ [モニタリング項目のまとめ]
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• 2025年度の地震活動（発生数、位置、規模等）は、過去と比較して有意な変化は認められない。

• 地震発生数は、2024/8/8日向灘の地震後、増加傾向であったが、2026年2月以降は減少傾向にある。また、霧島市で2010年以来となる低周波地震が2025年11月に発生し
ているため、今後の地震活動に留意していく。

〔 Mc値（2000～2025年データ使用）〕通常地震：0.2 低周波地震：0.1

準プリニー式噴火
新燃岳：小規模な水蒸気噴火

爆発的・マグマ噴火

ごく小規模～小規
模な水蒸気噴火

連続

噴火
連続噴火・
溶岩噴出

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の地震発生数の推移）]

噴火
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*震源は2000年以降をプロット。2025年4月1日以降を濃色表示
**地震観測点は地震調査研究推進本部のデータベースによる高感度地
震計（2025年4月1日現在）

新燃岳

御鉢

えびの高原
2025/11/3 

M3.3

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地震活動（震源分布とﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞの経時変化）]

大幡池

2025/11/3 M3.0

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使用したものである。

2026/1/17 
M4.0

霧島市
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低周波地震数/総地震数

26/764

低周波地震数/総地震数

4/290
低周波地震数/総地震数

14/304
低周波地震数/総地震数

27/380

低周波地震数/総地震数

29/580

低周波地震数/総地震数

32/423

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]

43本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使用したものである。
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低周波地震数/総地震数

9/502

低周波地震数/総地震数

5/644

低周波地震数/総地震数

17/694
低周波地震数/総地震数

10/996

主な噴火
小規模：水蒸気噴火
8/22 新燃岳：
小林市方面へ降灰

低周波地震数/総地震数

27/683

主な噴火
水蒸気噴火
3/30、4/17、5/27、6/27～28、
7/5、7/10 新燃岳：
ごく小規模～小規模噴火を繰り
返す

低周波地震数/総地震数

38/751

主な噴火
新燃岳：
中規模：マグマ噴火

1/19 小規模な噴火
1/26～27 準プリニー式噴火
1/27～3/1 ブルカノ式噴火

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使用したものである。
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低周波地震数/総地震数

30/579

低周波地震数/総地震数

41/1747
低周波地震数/総地震数

26/953

低周波地震数/総地震数

14/834

低周波地震数/総地震数

16/401
低周波地震数/総地震数

41/1097

主な噴火
10/11～17
新燃岳：小規模噴火

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使用したものである。
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低周波地震数/総地震数

25/707

低周波地震数/総地震数

16/1139

主な噴火
新燃岳： マグマ噴火
3/1～ ごく小規模噴火
3/6～ 爆発的噴火、溶岩流出
えびの高原（硫黄山）：
4/19～26 ごく小規模噴火

低周波地震数/総地震数

21/885

低周波地震数/総地震数

44/675

低周波地震数/総地震数

11/888
低周波地震数/総地震数

27/1126

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使用したものである。
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低周波地震数/総地震数

13/1966

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使用したものである。

低周波地震数/総地震数

44/2510

主な噴火
新燃岳：
6/22～ 断続的噴火
7月中旬～9/8 間欠的噴火

低周波地震数/総地震数

2/293

*1月～3月の地震数
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↑伸び(cm) ④えびの：960714-鹿児島大口：950485(基準値 25316.82ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ③熊本相良：950469-都城２：021087(基準値 43273.35ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ②鹿児島大口：950485-野尻：950481(基準値 46566.35ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ①牧園：950486-えびの：960714(基準値 23549.28ｍ)

基線長の変動率(cm/年)

基線長変化(cm)

変動率(cm/年)

8/8日向灘の地震（M7.1）▼

1/13日向灘の地震（M6.6）▼

6/22-新燃岳噴火▼

5/10日向灘の地震（M6.3）▼

1/26-新燃岳噴火▼ 10/11-17新燃岳噴火▼ ▼3/1-新燃岳噴火

4/14H28熊本地震（M6.5）

4/16H28熊本地震（M7.3）▼
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• 2025年度の基線長変化について、東西方向の基線（②、④、⑧、⑫、⑬、⑮）において伸びの傾向、南北方向の基線⑩において縮みの傾向が認められ、2024/8/8、
2025/1/13の日向灘の地震の余効変動の影響と考えられる。ただし、基線④、⑩では5月以降は余効変動の影響による変動は小さくなっている。

• 霧島山（新燃岳）の活動に関連すると考えられる基線①、⑭の変動は、基線⑤も含め2025年3月頃から伸びの傾向が認められ、基線②、⑧、⑫、⑬、⑮において、日向灘の地
震の余効変動に霧島山（新燃岳）の活動による変動が加わっていると考えられる。また基線⑨、⑩、⑫の周期的な変動は「都城」の季節変動の影響を受けていると考えられる。

• 南北の基線⑥においては急激な変動はなく、その他の基線においても地震による余効変動及び霧島山（新燃岳）の活動による影響以外の変動は確認されていない。そのた
め、加久藤・小林カルデラへのマグマ供給を示唆する広範囲な伸びの傾向は認められないことから、過去と比較して急激な傾向の変化は認められない。

※1 2010年1月1日の基線長を基準値とし、基準値からの
変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた近似式
により算出

※3 赤色の▼と点線は主な噴火を示す

※4 青色の▼と点線は地震時による変動を補正した地震
を示す

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS基線長変化）]

国土地理院のGNSS観測点

0

0

0

新燃岳

御鉢

950485

950469

960714

950486
021087

950481

都城

熊本相良

えびの

都城2
牧園

鹿児島大口

野尻

西米良

③

②

①

④

えびの高原

大幡池

熊本水上

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤
地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使
用したものである。

基線①～④の時系列変化
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↑伸び(cm) ⑤牧園：950486-熊本相良：950469(基準値 42680.75ｍ)

基線長の変動率(cm/年)

基線長変化(cm)

変動率(cm/年)

8/8日向灘の地震（M7.1）▼

1/13日向灘の地震（M6.6）▼

6/22-新燃岳噴火▼

4/14H28熊本地震（M6.5）

4/16H28熊本地震（M7.3）▼

▼5/10日向灘の地震（M6.3）

1/26-新燃岳噴火▼ 10/11-17新燃岳噴火▼ ▼3/1-新燃岳噴火
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↑伸び(cm) ⑧鹿児島大口：950485-都城２：021087(基準値 41008.19ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ⑦熊本水上：021076-鹿児島大口：950485(基準値 44963.17ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ⑥熊本水上：021076-都城２：021087(基準値 45985.36ｍ) 変動率(cm/年)

基線⑤～⑧の時系列変化

※1 2010年1月1日の基線長を基準値とし、基準値からの
変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた近似式
により算出

※3 赤色の▼と点線は主な噴火を示す

※4 青色の▼と点線は地震時による変動を補正した地震
を示す

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS基線長変化）]

国土地理院のGNSS観測点

0

0

0

0

鹿児島大口

021076

新燃岳

御鉢

熊本水上

都城

熊本相良

えびの

都城2
牧園

野尻

950469

950485

950486
021087

⑥

⑦

⑤

⑧

西米良
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大幡池

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤
地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使
用したものである。
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↑伸び(cm) ⑨熊本相良：950469-都城：950482(基準値 59007.74ｍ)

基線長の変動率(cm/年)

基線長変化(cm)

変動率(cm/年)

8/8日向灘の地震（M7.1）▼

1/13日向灘の地震（M6.6）▼

6/22-新燃岳噴火▼
4/14H28熊本地震（M6.5）

4/16H28熊本地震（M7.3）▼
▼5/10日向灘の地震（M6.3）

1/26-新燃岳噴火▼ 10/11-17新燃岳噴火▼ ▼3/1-新燃岳噴火
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↑伸び(cm) ⑫鹿児島大口：950485-都城：950482(基準値 53325.68ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ⑪西米良：950479-鹿児島大口：950485(基準値 59229.65ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ⑩西米良：950479-都城：950482(基準値 58163.15ｍ) 変動率(cm/年)

基線⑨～⑫の時系列変化

※1 2010年1月1日の基線長を基準値とし、基準値からの
変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた近似式
により算出

※3 赤色の▼と点線は主な噴火を示す

※4 青色の▼と点線は地震時による変動を補正した地震
を示す

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS基線長変化）]

国土地理院のGNSS観測点

0
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0

0
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950482

新燃岳
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西米良
熊本水上
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都城2
牧園

鹿児島大口

野尻

950485

950469

⑩

⑪

⑫

⑨

えびの高原

大幡池

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤
地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使
用したものである。
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↑伸び(cm) ⑬牧園：950486-都城２：021087(基準値 20710.41ｍ)

基線長の変動率(cm/年)

基線長変化(cm)

変動率(cm/年)

8/8日向灘の地震（M7.1）▼

1/13日向灘の地震（M6.6）▼

6/22-新燃岳噴火▼

4/14H28熊本地震（M6.5）

4/16H28熊本地震（M7.3）▼

▼5/10日向灘の地震（M6.3）

1/26-新燃岳噴火▼ 10/11-17新燃岳噴火▼ ▼3/1-新燃岳噴火
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↑伸び(cm) ⑮えびの：960714-野尻：950481(基準値 22110.49ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ⑭えびの：960714-都城２：021087(基準値 21582.98ｍ) 変動率(cm/年)

※1 2010年1月1日の基線長を基準値とし、基準値から
の変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた近似
式により算出

※3 赤色の▼と点線は主な噴火を示す

※4 青色の▼と点線は地震時による変動を補正した地
震を示す

基線⑬～⑮の時系列変化

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS基線長変化）]

0

0

0

国土地理院のGNSS観測点

新燃岳

御鉢

960714

950486
021087

950481

都城

熊本相良

えびの

都城2
牧園

鹿児島大口

野尻
⑮

⑬

⑭

えびの高原

大幡池

熊本水上

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤
地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使
用したものである。
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・ 2025年度の鉛直変動は、加久藤・小林カルデラへのマグマ供給を示唆する広範囲の隆起傾向は認められず、過去と比較して急激な傾向の変化は認
められない。

950456（上対馬）を固定点とした比高の時系列変化

国土地理院のGNSS観測点

※1 2010年1月1日での950456（上対馬）との比高
を基準値とし、基準値からの変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた
近似式により算出

※3 赤色の▼と点線は主な噴火を示す
※4 青色の▼と点線は地震時による変動を補正し

た地震を示す

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS各観測点の鉛直変動）]

熊本相良

鹿児島大口 えびの

都城2

熊本水上

野尻

牧園

都城

西米良

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤
地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使
用したものである。
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950456（上対馬）を固定点とした比高の時系列変化

※1 2010年1月1日での950456（上対馬）との比高を
基準値とし、基準値からの変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた近
似式により算出

※3 赤色の▼と点線は主な噴火を示す
※4 青色の▼と点線は地震時による変動を補正した

地震を示す

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS各観測点の鉛直変動）]

国土地理院のGNSS観測点

都城

西米良

熊本相良

鹿児島大口 えびの

都城2

熊本水上

野尻

牧園

本資料で用いている図面の作成に当たっては、国土地理院基盤
地図情報の「基盤地図情報（数値標高モデル）」10mメッシュを使
用したものである。
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2020年の地殻変動 2021年の地殻変動 2022年の地殻変動

2023年の地殻変動 2024年の地殻変動 2025年の地殻変動

樋脇

樋脇 樋脇樋脇

樋脇樋脇

• 加久藤・小林カルデラ周辺の地殻変動の向きを把握するため、「樋脇」を固定点とした2020年以降の水平変動ベクトルを整理した。

• 2025年は2024/8/8、 2025/1/13日向灘の地震による余効変動の影響で南東方向への変動及び霧島山（活火山）を中心とした膨張傾向がみられるが、加久藤・小林カル
デラへのマグマの供給を示すような広範囲な膨張傾向はみられず、過去と比較して急激な傾向の変化は認められない。

（2020夏頃～）日向灘SSE （～2021夏頃）日向灘SSE

（2023初頭～、夏頃から停滞、12月には収束）日向灘SSE （2024.8.8）日向灘の地震：M7.1

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS水平変動ベクトル）]

※1 当年12/25～31の平均水平変位と前年12/25～31の平均水平変位の差を1年間の変位として求めた。
※2 2024年は2024.8.8の日向灘の地震時の変動を、2025年は2025.1.13の日向灘の地震時による変動を補正し図示。

（2025.1.13）日向灘の地震：M6.6



55

• 九州大学による2015年～2025年の水準測量の結果では、えびの高原・硫黄山の地下600～700 m にあると推定される圧力源において、2023年3月～
2024年3月で0.000035 km3の膨張、2024年3月～2025年3月は0.000014 km3の収縮が推定されている。

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（水準測量）]

• 2025 年3 月上旬に霧島えびの高原において精密水準測量を実施した．その結果，えびの高原・硫黄山の地下600～700 m にあると推定される
圧力源の膨張は，2018年12 月以降ほぼ停滞状態であったが，2023 年3 月～2024 年3 月には35,000m3の膨張があったと推定された．しかし，
2024 年3 月～2025 年3 月は14,000m3の収縮が推定され，硫黄山西麓の地熱領域の縮小とも調和的である．

（九州大学 第８回火山調査委員会）

精密水準測量で検出された霧島・えびの高原の地盤上下変動
（2015 年6 月～2025 年3 月）

九州大学 第８回火山調査委員会 霧島山
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霧島山の干渉SAR時系列解析結果（だいち２号／４号南行）
国土地理院 第８回火山調査委員会 霧島山

• 硫黄山の地点A周辺では、長期的に衛星に近づく変動が見られます。また、新燃岳火口の地点B周辺では、長期的に衛星から遠ざかる変動が
見られます。（国土地理院 第８回火山調査委員会）

・ 既往の地殻変動と異なる場所での地殻変動の出現は認められない。

・ 干渉SAR時系列解析では、硫黄山で、衛星に近づく方向の変位が局所的に認められる。

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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霧島山の干渉SAR時系列解析結果（だいち２号／４号北行）
国土地理院 第８回火山調査委員会 霧島山

• 硫黄山の地点A周辺では、長期的に衛星に近づく変動が見られます。また、新燃岳火口の地点B周辺では、長期的に衛星から遠ざかる変動が
見られます。（国土地理院 第８回火山調査委員会）

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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霧島山の2.5次元解析結果（2025年6月新燃岳噴火前後）
国土地理院 第８回火山調査委員会 霧島山

• 新燃岳周辺において、噴火前には隆起が、噴火後には沈降が見られます。※誤差の影響を受けている可能性があります。
（国土地理院 第８回火山調査委員会）

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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国土地理院による干渉SAR解析結果
国土地理院 地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/） （解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）

北行： 2023/8/18～2024/5/24 南行：2023/11/6～2024/2/26

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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国土地理院による干渉SAR時系列解析結果（当社にて一部追記）
国土地理院 地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/） （解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）

南行：2015/2/9～2025/9/30

硫黄山 硫黄山

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]

北行： 2014/10/1～2025/11/6
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• 新燃岳近傍の傾斜計では、３月30日02時50分頃から山体の膨張を示す0.1 マイクロラジアン以上の地殻変動を観測し、その後収縮を示す変動がみられました。新
燃岳周辺の傾斜計では、６月22日12時頃から15時頃にかけて、火山性微動の発生に伴い、山体の膨張及び収縮を示す地殻変動が時々観測されました。噴火活動
がみられた６月下旬から９月上旬にかけては、新燃岳付近の膨張と噴火に伴う収縮を示すと考えられる傾斜変動が時々みられました。

• 新燃岳周辺の傾斜計では、４月下旬及び７月中旬に新燃岳の北西側が変動源の可能性がある北西上がりの緩やかな傾斜変動、７月上旬に北西下がりの緩やか
な傾斜変動が認められました。

（気象庁 令和７年（2025年）の霧島山の火山活動）
• 新燃岳周辺の傾斜計では、新燃岳の地下の膨張を示すような特段の変化は認められません。
（気象庁 霧島山の火山活動解説資料（令和８年３月））

気象庁 令和７年（2025年）の霧島山の火山活動

• 傾斜計による急激な傾向の変化は認められない。

• 新燃岳近傍の傾斜計では、2025年3月に山体の膨張を示す地殻変動が観測されたが、その後収縮を示す変動となり、傾斜計による急激な傾向の変
化は認められない。

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（傾斜計・伸縮計）]
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